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はじめに

著者らは，ここ数年来，製作年代が不明な，主として日本の文化財由来の鉄試料に
ついて１４Ｃによる年代測定を実施してきた．
中世，古代の製鉄プロセスでは主として木炭を還元剤として用い，砂鉄や鉄鉱石な
どに含まれる酸化鉄を還元した．その際に反応生成物である鉄中に合金元素として木
炭由来のＣが含有（固溶または析出）される．鉄器の１４Ｃ年代測定は，このＣを抽出し
て，製鉄に使用された木炭の原料である樹木の年代を測定し，それによって製鉄の行
われた年代を知ろうとするものである．
本年度は，表１の文化財鉄試料についての年代測定を試みた．

表１鉄試料の由来と推定製作年代

Ｎｏ． 由来文化財 部品・部位 推定年代
１ 奈良西大寺南門（鎌倉時代創建） 鋸 創建時
２ 由来不明 錘 室町時代
３ 岡山本山寺塔（重文） 鋳鉄飯（推定：伏鉢部） 鎌倉時代
４ 長巻（東北古刀）古宝寿 刃部 平安初期

鉄試料からのＣ抽出法（乾式炭素抽出法．酸素雰囲気下での高周波加熱による燃
焼法．鉄中のＣをＣ０２として捕収．）など，実験方法の概要についてはすでに報告し
た（Ｎａｋａｍｕｒａｅｔａｌ．（１９９５））ので省略する．なお／４Ｃの測定に際してはシュウ酸を標
準体として用いて同位体効果補正（小田（１９９６））を行なった．

鉄鋼標準試料中の１４Ｃ濃度

文化財の鉄試料の１４Ｃ年代の測定にさきだって，Ｃ抽出操作における雰囲気からの
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Ｃ０２の混入量の評価のために鉄鋼標準試料中の１４Ｃ年代測定を行なった．鉄鋼標準
試料（以下，表などでは，ＩＳＳ-Ｆｅと略記）は（社）日本鉄鋼協会が鉄鋼中の合金元素の
定量用標準試料としてＣおよび他の合金元素の濃度を検定した粉状鉄試料であり，
今回は，Ｃ濃度０．０４９，０．１９６，４．６７ｍａｓｓ％の３種類の標準試料を使用した．この標準
試料は，Ｃをほとんど含まない電解鉄ないし石炭コークス起源のＣを一定量含有する
鉄鋼と石油を原料とするカーボンブラックから製造されており／４Ｃの含有量は極めて
低いと推定された．表２に，ＩＳＳ-Ｆｅの１４Ｃ年代測定の結果を示す．

表２鉄鋼標準試料（、ＩＳＳ-Ｆｅ）の年代測定の結果

Ｃ 濃 度

（・ｍＥｌｓｓ（癩

試 料 量
（ｇ）

試料中Ｃ
（ｍｇ）

Ｃ抽出量
（ｍｇ）

抽出効率
（％）

１４Ｃ年代値

（ｙｒＢＰ）

Ｏ、０４９

２．４９

２．００

２．０３

１．２２

０．９８

０三三

０．９９

０．５４

０．８３

８１．１

５５．５

８３．３

１９９３０土２９０
２０７５０土３４０
２０４１０土８３０

０．１９６

１．４９

１．５２

１．５０

２．９３

２．９７

２．９４

２．３９

２．３６

２．６３

８１．６

７９．５

８９．５

２５５６０土２３０
２５５５０士２８０
２５１００土２２０

４，６７

０．１０

０．１０

０．１０

４．７０

４．６７

４．８１

２、０５

３．６１

４」７

４３．７

７７．４

８６．７

３０１５０土３９０
３１２３０土３００
３２４００士５２０

表の結果より，３種類のＪＳＳ-Ｆｅのそれぞれについては，年代値の再現性が高く，試
料により２００００～２３１（）００ｙｒＢＰの値を示している．小田（り９７）は本研究と同じＪＳＳ-Ｆｅから
湿式法（塩化銅水溶液を使用したりーチング）により試料からＣをダラファイトとして析
出させてろ過・回収し／４Ｃ年代測定を行っている．その結果，Ｃ濃度０．（Ｍ９，０．１９６，
４．６７ｍａｓｓ％の試料について，それぞれ，１９３ｊ３０，２５９８０，：３６０００～３７０００ｙｒＢＰの結果を
得た．これらの値は本研究の結果と良く一致してお・１ハ，ＪＳＳ-Ｆｅの１４Ｃ年代値はＣ抽出
法が本研究の乾式（燃焼法）によるＣ０２の捕収によるか，湿式によるグラファイトの回
収によるかに依存しない．以上の結果より，本研究の鉄からのＣ抽出過程における雰
囲気の混入の影響は無視できる．なお，ｊｌＳＳ-Ｆｅの種類（およびロット）により１４Ｃ年代値
が異なることは，これらの鉄鋼分析用標準試料の製造の際に何らかの理由で１４Ｃを含
有する化合物が混入していることを示唆する．今後，鉄器，鉄具の年代測定を行うに
あたってＪＳＳ-Ｆｅのような分析用標準試料を使用して何らかのテストを行う際にはそのロ
ットの１４Ｃ含有量をあらかじめ把握しておくことが必要な場合もあると考えられる．

文化財鉄試料の年代測定の結果

表３に表１の試料の年代測定の結果を示す．
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表３文化財由来の鉄試料の年代測定の結果

Ｎｏ． 鉄試料 試料量
（ｇ）

Ｃ抽出量
（ｍｇ）

１４Ｃ年代値

（ｙｒＢＰ）

暦年イーＸび直（ｃ１１１ＡＤ）
下限（中央値）上限

１ 西大寺南門
鎔

０．９８ ２．７６ ４４０土４５ １４３４（謳垂三）１４７５

２ 由来不明
鎚

０．９９ 三 ⊆ ３８０土４５ １４５０（１４８２）１５２３
１５６３（）１６３０

３ 本 山 寺 塔
鋳鉄飯

０．５３ ３．０９ ２７０土５０ １５２９（）１５４５
１・？５３４（１６５０）１６５５

４ 長巻古宝寿
刃部

１」０ ２．５０ ７１０土５０ １２’７Ｓ）（１２８９）１３０１

ここで，暦年代値は５；ｔｕ沁ｅｒａｎｄｌ：’（。ＩＩ’ｓｏ１１（１９９３）の樹林較正曲線によって較正しか値で
ある．なお，試料Ｎ０．２およびＮｏ詣こついては暦年代値が２種類示されている．これは，
１４Ｃ年代を暦年代に換算する樹林較正曲線に振動様の変化かあるためであるレまた，

表中にはＣの抽出量も示した．本研究におけるＣの抽出効率はおおむね８０％程度で
あるので，Ｎ０．１～４の鉄はＣ含有量０．！～０．３％程度の鋼である．
今 回 測 定 さ れ た 暦 年 代 値 は お お む ね そ れ ぞ れ の 鉄 試 料 の 由 来 す る 文 化 財 の 推 定
製作年代と一致している．今後，これらの測定値と他の成分含有量の分析値，および
考古学的検討を総合して，ニれらの鉄試料の由来する鉄器，鉄具の製造法などが明
らかにされることを期待する．
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